
神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１１，‐Ｉ

ＦＦ
１

両
．
・
・
ｒ
一
１

両
．
・
・
ｒ
一

１１'区
画
p
､
嘩
四
r
■
■
■
&
｣
一

己
岸
＝

己
岸
＝

一
二
＝

一
二
＝

南Ｆ閲
ロロ

ロ圃虐凹越圃回諒胆

■ＪｑＪ凡虫■、ＪＲＪＬ〃０Ｊ且Ｊｕ０８ＪｕＪＬＪ５ゼザ恥ｒＴぴＲＪ坊Ｊｕ０ぴＬＦＬｑｌＧｒｐ知丁引が肌狽■町ＦＬＪ恥Ｊ則Ｊ既ｑＤＬ０“ＬＪ６も一ｉＴｇ咽ｌ１ＬＪⅢ０１Ⅱ。Ⅶ酎吐ｊＢ１１１Ｊ■Ｕ００ｐⅡ‐一日・肌１０。Ⅲ１ⅡＩ別‐○恥ｌ●助ＩＤ凸’一曲Ⅷ－８‐ご叩創Ⅶ■Ⅶ“刷○制凡酬○訓酌川■那一肘拝山即臥祁臥皿叫

巳

目』 目』
、、

４４ﾛ

■ＪｑＪ凡虫■、ＪＲＪＬ〃０Ｊ且Ｊｕ０８ＪｕＪＬＪ５ゼザ恥ｒＴぴＲＪ坊Ｊｕ０ぴＬＦＬｑｌＧｒｐ知丁引が肌狽■町ＦＬＪ恥Ｊ則Ｊ既ｑＤＬ０“ＬＪ６も一ｉＴｇ咽ｌ１ＬＪⅢ０１Ⅱ。Ⅶ酎吐ｊＢ１１１Ｊ■Ｕ００ｐⅡ‐一日・肌１０。Ⅲ１ⅡＩ別‐○恥ｌ●助ＩＤ凸’一曲Ⅷ－８‐ご叩創Ⅶ■Ⅶ“刷○制凡酬○訓酌川■那一肘拝山即臥祁臥皿叫

Ｉ ロロﾛ、 ＫＥ

Ｉ

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



令

、『 Ｉ
戸
’
層

河北" グ
ル〃恥伽

可

可

成熟の時
うた

流れる女の詩は
ｒ

光の微笑.§国．．
『Ｐ．｡ ：晒

勺鷺
， 患々 エレガントな誘いＰ

●屯ﾛ

は るJＣＰ、芯●〃

隣 缶
雫

司ざ
ｄｏ

や■

新春の宴■．卜

1

Ｐ

己画

抄骨：
Ｚ

ざＵｇ

ｌ

ｉＩ
ふ

く3､＃
ロ凡

｡ ●全令重もＪヴ

り
ゅ●

Ｆや伊

■

が
心
。
一

阜
ｑ

争
勾

わ
。
、

益 昨け

Ｌ

わインザー

酌困E ９月

鞍§毎
勺
副
二台

③

燕
》

・
寺 クチュール＆ブティック

剰
珂

可ﾛ西
四

幽切易# 粥辱
書

〒6 5 O 神戸市中央区三宮町１丁目
さんプラザ2ＦＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 7 9 5 2

ノ

星

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



〃 タ フ タ Ｊ 八 ・ 一 づ う

六 ○ ｍ ｍ 「 ○ 刀 ‐ 刀 ○ ア ロ 「 ｍ Ｆ ・ Ｓ ｍ ・ 閉 一 ・ ３ 一 一 ’ 四

』可
『

、
１

Ｌ

Ｐ

誉 択 紹 ｂ ｇ

惑 霊 謹 己 へ 汁 普 善 Ⅶ 厩

誉 》

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１「、PｾodGtyKobe

ﾉ レ

Ａ鰯』〃〃ｙｌＶ函”協斌』庇

、木下パ

輝やかしい初春の訪れです
新しい年も美しく夢のある真珠の数々を
生み出していきたいと思います
本年もよろしくお願い申し上げます

録
一
一
》

1七

い＝

､;…皇

笑顔に真珠ノ

ＷＨＯＬＥＳＡＬＥＲ＆E X P O R T E R o I Q j l I U r e d P E p r i S

K l l、'○SHn A
P E A R L S
CO,|_丁，

上』

ＺZﾑｰZZ‘
〒6 5 O 神戸市中央区山本通1 丁目7 - 7 ( 北野坂）
TEL.(078)221-3170
1 0 ：００a . m . ～６：００ｐ．ｍ．木曜日定休
( 新年は４Ｆ１からオープンいたします）
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1 9 8 3 年一自分をみつめて、本物をみつめて…、より美しくなってください。
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＆さんちかレデイスタウン／神戸市中央区三宮町1丁目10番1号垂(078)391-3886本社／神戸市中央区元町通6丁目7番8号竃(078)341-8041㈹ノ

Ｑ多o ラタ
真珠･ 貴金属･ 毛皮･ 輸入婦人服

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



一

●
．
●
・
ニ
ロ
【
璽
四
【

署鼻句

、 ／gS9S-IZE(8LO)塁０１－s目_ＬＥ竪軸エヨ￥中里三幹・砕平 '1rL-淳ｼ言曽

弱甘営ご軸＜釜〉 日００９副O1HO91ﾖ1,1

塵i霞毒襲一

皇 １画

』

ザ

伽
回
壁
二
画
一
面
雪
函
函
晦
四
一

2諺．‘

蕊 田009Ｙ副６

ー雨

Ｌー

咽
、

、
蝿
互
撚

［【ム［
螺
Ｃ
難
暑 樫
ｆ
創
ｆ
割

や
乱
、
〃
字

、
副
製
￥
畔
累

曾
亘
卦
⑦
ゴ
ー
韓
剰
呼
診

判
，
曇
掌
嘩

噺、
，
勺

￥
ｇ「Ｃ－

。
ｇ
冒
扇
域

ユ牌到
緊
黙
賦

判
釦
⑦
芸

卦

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



諦商唇＝一

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の手帖です
新年号目次⑲19 8 3．N o . 2 6 1
表紙／小農良平

セカンドカバー／スケッチブックより４９>ヨーロッパを描く／西村功
９莞７回神戸文学賛・神戸女流文学賞受賞者
１３ある集い／神戸フイルハーモニソク
１５コウベスナソプ
１６エトランゼの輪郭１１翰居玲
１８神戸の風色' 3 7 > 堀内初太郎
２９私の意見／石野信一
３１随想田村陸／大江千里/ 毛房育子
３４エソセイ作品の舞台( １吉村由美
３５ある集いその足あと／川西正明
３６詩心象( 7 ) 詩・安水稔和／絵・石阪春生
３８エソセイ・ペンのうちそと( 9 ) 三枝和子／絵・元永定正
４０インタビュー司馬遼太郎
４５地域文化諸/ r 住まう考／磯千秋
４７第７回神戸文学賞・神戸女流文学賞発表
５２さわやか対談坂井時忠・伊藤ルミ
５６経済ポケットジャーナル
５７話題のひろば、メニューイン
５８キャンペーンノ２１世紀への展望を開くファソションタウン
６４話題のひろば回全国タウン誌会雛

国神戸デザイン会誰
６６特集神戸とナチュラルライフ

皿座談会／美味しい自然は地球を救う
回ミニ･ ルポ美味しい自然にアタック
豆アンケート/ 私のベストコンティション
且】ルポルタージュ／ナチュラル｡ ハウス神戸店嘉納純子

７６ＫＯＢＥＦＡＳＨＩＯＮＳＰＯＴ
８４コウベ・ナウ田麺辺聖子出版記念パーティ

回美術家野球大会
1 1 7 コーヒーブレイク
1 1 8 勤物園飼育日記２Ｏ６亀井一成
１２３ノコちゃんの華腿なる食べある記小山乃里子

９７普茶寮９８都わすれ
1 2 6 神戸Ｊｃ西周年記念座談会
卿こんにちは。』Ｃです
剛神戸を福祉の町に１０９橋本明
1 3 6 兵庫界隈記２１
１３８神戸の集いから
1 3 9 ＫＦS ニュース
1 4 0 ファソション・レポートノ田中千代モード5 0 年の歩み
1 4 2 ＮＥＵＥＭＯＤＥＭＡＲＣＨＥＮ／篠原順子
ｌ４４ＫＯＢＥＭＯＤＥＲＮＣＵＬＴＵＲＥ
Ｉ４６ふたたびプロフェソサーＰの研究室岡田涼
1 5 0 孟さんの風の吹くまま…１３高橋孟
哩ポケソトジャーナル
1 5 5 ぴっといん
1 5 6 神戸百店会だより
1 5 8 逆賊小説／花いちもんめ/ 新光江／絵・辻司
1 6 3 トラベル・コーナートーク＆トーク
1 刷編蝶後記
i ７７ギャラリーマソプ
I 7 8 北野町ガイドマソプ
I 8 0 こんにちわナイス瞳ピープル
l 8 z 海鉛港一マオ・海を行く
方ｘ／米田ﾗ 竜蔵・愛雁幸・鳴本英男・中』ｵ 昇台・速水亨・

坂上正台・ブ満・山吋雅彦・太田暦

－－
＝＝一

一 一一二

言

」

■ヨゲ
ー

＝
一望

目次作品／田中薫｢ ７つの赤い箱」１９７８アクリル1 0 0 ×4 0 ｃｍ
写真提供／大阪・現代彫刻センター
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｡ クラ

' ☆シニカルなユーモア、酒落れたエッセンスβ☆ブロードウェイ・
ミュージカル異色の作品〃☆オール女性出演者によるオール男役、
というユニークな演出〃☆昨年６月、東京銀座博品館劇場で翻訳
初演され、世間の話題と絶讃を集めた新形式ミュージカルの関西

ブ

TＨＥ
に｡神戸の風合い、

神戸ブランド

[

５
〃
７

定価７００円( 送料3 0 0 円）

型

THEKOBEl ﾆ ﾗ A S H l O N
コウペライフスタイルカタロダＶＤＬ１

７

編集⑥月刊神戸っ子
発行⑳ｺﾐｭﾆﾃｨｻｰビｽ㈱〒65O神戸市中央区江戸町100”ピﾙ5Ｆ五078-392-0200

お問い合わせ・お申し込みは上記コミュニティサービスまでお願いします。

ファッションステージ諏戸を集大成
あなたの暮らしが神戸風に。

作・イヴ・メリアム２月１０日嗣７時開演
訳・青井陽治２月1 1 日( 金・祝) ２時開演

来日演出・振付神戸文化ﾎ ｰ ﾙ ( 中ホール）
･ ｸ ｰ ｷ ｰ ・ﾊ ｰ ﾗ ﾝ 入場料･ １階￥3 , 0 0 0 2 階¥ 2 , 5 0 0

音楽監督。内藤法美主要プレイガイドで前売券発売中. ノ
・主催・

神戸市民文化振興財団ｆｦ神戸文化菰-‘Ｌ
Ｏ７８( 2 5 1 ) 1 9 1 9 0 7 8 ( 3 5 1 ) 3 5 3 5
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一

※新シリーズはまさカラーの素敵な女性に毎月ご登場いただきます。

／ 、

ＰＰＯE”C S C E I V E Z I V K O B E，
Ｆ' 訓吻，．

Ｉ

搬影協力／ジョアンナ靴店
ノ

三亜q 啓一、彊孟

塚
津

打采i l L 脳さん( 垂水区在住）
鮮やかな朱赤の一重仕立のオーバー

コートがよくお似合い｡ ﾌ ｫ ｯ ｸ ｽ の
衿が新春の装いにふさわしく豪華ですも
( コートは他にブラウン、モスグリーン、マス
タード、ベージュのお色退いがございます。

￥98.000）

一
一
一
一

爵

ｄ宝
■大

ｄネＩ 戸
阪

ざ堂
さんプラザ店
さんち力、店
須磨パティオ店
千里阪急地下街店
阪急ブァイブ
西武高槻店
泉北パンジョ店
阪急ファミリーストア店
西武大津Ｓｃ店J:型塞

ｄ大
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# 食霞: 薪闇
大阪発刊3 0 周年

ロートレッワ展
ｒ

とき：５８年２月2 6 日( 土) ～３月２７
日（日）※月曜日は休館
３月2 1日(祝)は開館

ところ：京都市美術館( 岡崎公園）
主催：京都市・読売新聞大阪本

社・読売テレビ放送
後援：外務省・文化庁・フラン

ス大使館・近畿各府県六
市教育委員会

た
ひ

京部で溢雌にあった「マルセル」
が、再び京部に帰ってきた。トゥ
ールーズーロートレック（1 8 6 4 ～
1 9 0 1 ）は、世紀末のパリに生き、
時を惜しむように黙々と描き続け
た。２０世紀という機械文明の到来
に背を向けるようにして若くして
１１t を去った。３６才。
傷ついた人々を好んで描いたロ

ートレックの絵は、愛に溢れ、真
実というものがいかに感動的で、
同時に残酷なものであるかを訴え
る。新春におくる待堪の美術展。

｢ マルセル」１８９４年作

ノ

た

言貴賓新聞大阪本社
〒5 3 0 大阪市北区野崎町８－１０壷0 6 ( 3 6 1 ) １１１１ 釜

、

入場料: 一般8 0 0 円( 6 5 0 円) ､ 高大生
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人以上の団体料金。

／

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



八
神
戸
商
工
会
議
所
会
頭
Ｖ

石
野
信
一

着
実
な
努
力
に
よ
り

活
力
あ
る
神
戸
に

☆
私
の
意
見

１
２９
１

現
在
、
神
戸
で
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
の
構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

一
方
、
神
戸
沖
空
港
案
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て
、
神
戸
の
抱
え
て
い
る
こ
れ
ら
諸
計
画
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
私
な
り
の
考
え
を
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

価
値
観
の
変
化
、
多
様
化
の
時
代
を
迎
え
て
、
い
ま
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で
考
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
経
済
と
文
化
を

切
り
離
す
従
来
の
経
済
観
念
で
は
、
消
費
者
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
を

先
取
り
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
生
活
文
化
の
視
点
に
立
っ
た

「
文
化
的
な
経
済
」
と
い
う
新
し
い
発
想
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

次
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
の
問
題
で
す
が
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
が
米
国
で
盛
ん
に
な
っ
た
関
係
か
ら
、
と
か
く
外
国
か
ら
の
大

き
な
会
議
や
見
本
市
の
誘
致
に
重
点
を
置
い
て
考
え
ら
れ
勝
ち
で

す
。
確
か
に
、
国
際
的
な
視
野
に
立
つ
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
国

内
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
そ
れ
は
あ
ま
り
大
き
な
も
の
で
は
な
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
よ
り
多
く
誘
致
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ホ
テ
ル
の
絶
対
数
を
み
て
も
、
神
戸
は
ま
だ
成
熟

段
階
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
観
光
資
源
の
開
発
も
必
要
で
す
。
ま
ち

全
体
の
会
議
慣
れ
も
先
決
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都

市
構
想
は
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
な
の
で
す
。

緒
に
つ
い
た
ば
か
り
、
と
い
う
意
味
で
は
空
港
問
題
も
同
様
で

す
。
空
港
が
神
戸
経
済
の
活
性
化
に
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
は
論
を
ま
ち
ま
せ
ん
が
、
今
後
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
早
い
話
が
地
元
の
反
対
が
強
く
て
は
、

計
画
を
進
め
る
こ
と
が
難
し
い
で
し
ょ
う
。
長
期
的
に
は
必
ず
実

現
す
る
、
と
い
う
決
意
を
も
っ
て
、
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
た
着

実
な
努
力
が
肝
要
で
す
。

昨
年
、
会
頭
就
任
の
折
の
所
信
表
明
で
も
触
れ
ま
し
た
通
り
、

商
工
会
議
所
の
本
来
の
仕
事
は
、
神
戸
の
商
工
業
、
と
り
わ
け
中

小
。
中
堅
企
業
の
た
め
、
互
い
に
協
力
し
助
け
合
う
場
と
な
る
こ

と
だ
、
と
思
い
ま
す
。
こ
の
基
本
を
踏
ま
え
て
、
各
部
会
や
委
員

会
で
は
自
由
闇
達
な
意
見
を
交
わ
す
と
と
も
に
、
内
外
の
膨
大
な

情
報
に
舷
惑
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
正
し
い
分
析
と
評
価
の
出
来
る

情
報
処
理
能
力
を
養
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
景
気
の
先
行
き
は
決

し
て
楽
観
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
会
員
相
互
の
結
束
は
も
と
よ
り
、

行
政
・
各
地
商
工
会
議
所
等
と
も
緊
密
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、

活
力
あ
る
神
戸
を
つ
く
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
八
談
Ｖ
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随 想
眼
に
つ
い
て

中
村
隆
八
作
家
ｖ

一
行
、
一
行
を
老
眼
鏡
と
虫
メ
ガ
ネ
を

併
用
し
て
辿
っ
て
い
く
が
、
そ
の
一
行

は
よ
く
理
解
出
来
て
も
、
読
み
了
っ
て

全
体
が
よ
く
捉
え
難
い
。
正
常
な
眼
で

読
む
場
合
、
同
じ
よ
う
に
一
行
、
一
行

に
眼
を
走
ら
し
て
い
て
も
、
見
て
い
な

い
他
の
行
も
無
意
識
に
視
野
に
入
っ
て

い
て
、
読
み
了
っ
て
全
体
が
は
っ
き
り

掴
む
こ
と
が
出
来
る
。
「
視
野
の
広
い

人
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
よ
く
分
る
。

不
必
要
と
思
わ
れ
る
見
て
い
な
い
部
分

の
重
要
さ
を
改
め
て
痛
感
す
る
。
文
字

が
読
め
な
く
な
っ
て
、
も
う
一
つ
感
じ

た
こ
と
は
、
私
た
ち
が
い
か
に
言
語
に

頼
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在
、

活
字
を
離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
は
、
殆

ど
不
可
能
に
近
い
。
思
想
も
経
済
も
文

字
の
上
に
築
か
れ
た
楼
閣
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
記
憶
力
は
年
と
と
も
に
弱

く
な
っ
て
、
如
何
と
も
し
難
い
が
、
せ

め
て
活
字
を
離
れ
て
自
分
の
頭
で
も
の

を
考
え
る
く
せ
を
つ
け
た
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
呑
気
な
こ
と
を
考
え
て

い
ら
れ
る
の
も
、
私
の
眼
は
手
術
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
ま
で
回
復
す
る
と
思
う

か
ら
で
、
事
故
や
緑
内
障
で
失
明
さ
れ

た
方
に
は
、
ま
こ
と
に
不
謹
慎
な
話
で

申
し
わ
け
な
い
が
、
画
家
の
モ
ネ
が
白

内
障
で
手
術
を
受
け
た
と
き
の
こ
と
。

そ
の
事
情
を
詩
人
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が

「
手
術
刀
が
彼
の
眼
か
ら
不
透
明
に
な

っ
た
水
晶
体
を
抽
出
す
る
瞬
間
、
彼
に

た
ぐ
い
ま
れ
な
、
冷
徹
な
美
し
さ
を
も

っ
た
青
色
が
現
わ
れ
る
の
を
感
じ
た
」

勢
も
感
じ
ら
れ
、
そ
の
よ
う
に
追
い
詰

め
ら
れ
た
状
態
を
静
か
に
観
察
し
て
い

る
も
う
一
つ
の
非
情
な
眼
が
言
葉
の
向

こ
う
に
見
え
て
、
ま
こ
と
に
怖
し
い
－

句
だ
と
も
い
え
よ
う
。

私
は
も
う
六
年
ほ
ど
前
か
ら
、
右
眼

が
白
内
障
の
た
め
失
明
し
て
お
り
、
左

眼
も
四
年
前
か
ら
同
じ
病
い
で
、
視
力

が
覚
つ
か
な
く
、
近
く
手
術
を
受
け
る
。

右
眼
が
見
え
な
く
な
っ
た
時
は
、
距
離

感
が
つ
か
め
ず
に
い
ろ
い
ろ
失
敗
を
繰

り
返
し
た
が
、
や
が
て
こ
の
状
態
に
も

馴
れ
、
左
眼
が
悪
く
な
る
ま
で
、
さ
ほ

ど
不
自
由
も
感
じ
な
く
な
っ
て
い
た
。

左
眼
が
悪
く
な
る
に
つ
れ
て
、
老
眼
も

や
っ
て
き
て
、
今
は
全
く
お
手
上
げ
で

あ
る
。
「
眼
は
心
の
鏡
」
と
か
「
目
は
口

ほ
ど
に
も
の
を
い
う
」
と
か
言
わ
れ
る

が
、
事
実
、
視
野
が
狭
ま
る
と
思
考
も

同
じ
よ
う
に
狭
ま
っ
て
く
る
も
の
だ
。

例
え
ば
詩
集
を
読
む
場
合
で
も
、
そ
の

見
え
ぬ
眼
の
方
の
眼
鏡
の
玉
も
拭
く

茶
城

こ
れ
は
日
野
草
城
の
句
で
あ
る
。
何

か
の
本
で
こ
の
句
に
初
め
て
出
会
っ
た

と
き
、
痛
み
を
伴
っ
た
あ
る
感
動
が
走

っ
た
。
草
城
も
片
眼
が
見
え
な
か
っ
た

に
違
い
な
い
と
い
う
確
信
が
も
て
た
。

正
常
な
視
力
を
持
っ
た
人
に
は
、
何
気

な
く
見
過
ご
し
て
し
ま
う
一
句
で
あ
っ

て
も
、
片
眼
が
不
自
由
な
者
に
は
、
心

が
通
い
合
う
リ
ア
リ
ズ
ム
の
詩
の
世
界

だ
。
こ
の
句
に
は
、
作
者
の
悲
し
み
や
、

諦
め
の
心
が
表
面
に
現
わ
れ
て
い
る

が
、
開
き
直
っ
た
現
実
へ
の
挑
戦
の
姿

１
３１
１

カット下村宏／エッチング･ サーカスＮｏ．１０６
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１
３２
１

大
限
気
ど
っ
て
背
中
を
向
け
る
。

仕
事
が
忙
し
く
て
逢
え
な
い
な
ん
て

…
…
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
ど
元
が
あ
つ
か

っ
た
り
す
る
の
で
、
今
日
は
久
し
振
り

の
逢
瀬
に
体
中
の
血
を
逆
流
さ
せ
な
が

ら
、
い
さ
ん
で
や
っ
て
き
た
の
に
、
今

日
も
又
又
冷
た
か
っ
た
ね
、
彼
女
の
た

い
ど
。
帰
り
の
電
車
は
い
つ
も
、
六
甲

あ
た
り
ま
で
の
長
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

も
て
あ
そ

、
〆
を
、
弄
ぶ
よ
う
に
く
ぐ
り
ぬ
け
ま

す
。
今
度
逢
い
に
く
る
時
は
、
別
の
恋

人
と
来
た
り
な
ん
か
し
て
。
彼
女
そ
れ

の
街
を
港
へ
と
く
だ
っ
て
い
っ
て
、
異

人
館
倶
楽
部
向
か
い
の
公
衆
電
話
で

は
、
こ
の
街
か
ら
遠
く
離
れ
た
彼
に
、

週
一
凶
の
コ
ー
ル
を
す
る
女
の
子
を
見

た
よ
う
な
…
…
。

昔
よ
く
、
角
の
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ

ル
の
お
店
で
バ
イ
ト
し
て
た
、
栗
色
の

長
い
髪
の
女
の
子
に
ほ
の
字
だ
っ
た
同

お
か

じ
ゼ
ミ
の
陸
サ
ー
フ
ァ
ー
ノ
．
神
戸
で

の
色
恋
沙
汰
は
、
み
ん
な
悲
し
み
模
様

な
ん
て
言
っ
た
け
ど
、
僕
は
そ
う
は
思

わ
な
い
け
ど
な
ぁ
。
つ
ま
り
僕
な
ん

て
、
チ
キ
ン
ジ
ョ
ー
ジ
で
演
奏
し
て
る

憧
が
れ
の
バ
ン
ド
ガ
ー
ル
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
が
ま
ち
き
れ
な
く
て
、
差
し
入
れ

理
由
に
押
し
か
け
て
る
気
分
が
大
い
に

あ
り
だ
っ
た
り
で
、
あ
の
界
隈
に
足
を

踏
み
入
れ
た
り
す
る
と
も
う
、
体
中
の

皮
層
が
ぴ
ん
と
張
っ
て
、
お
も
わ
ず
そ

の
日
巡
り
あ
う
全
て
の
神
戸
Ｇ
Ａ
Ｌ

に
、
ぽ
お
っ
ｌ
と
な
っ
ち
ゃ
い
そ
う
だ

け
ど
な
ぁ
。

芦
屋
川
を
す
ぎ
る
と
、
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
、
ネ
オ

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
身
を
包
ん
だ
夙
川

の
サ
イ
ド
が
眼
を
よ
こ
ぎ
っ
て
、
あ
と

何
分
か
で
休
日
の
夜
は
ギ
ア
を
ハ
イ
に

入
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
部
屋
に
帰
る

と
、
神
戸
ナ
ン
バ
ー
の
車
を
窓
越
し
に

見
な
が
ら
、
「
夙
川
パ
ー
キ
ン
グ
ナ
イ

ト
」
な
ん
て
、
自
分
の
歌
を
歌
っ
た
り

し
て
。

☆
大
江
千
里
は
四
月
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
の
関
学
三

回
生
。
ポ
ッ
プ
な
音
楽
が
、
神
戸
か
ら
の
風
を
巻
き

起
こ
し
そ
う
。
｜
月
九
日
チ
キ
ン
ジ
ョ
ー
ジ
出
演
。

で
も
案
外
、
「
ふ
ふ
っ
」
な
ん
て
鼻
先

で
器
用
に
笑
っ
た
り
す
る
の
か
な
。

Ｐ
Ｍ
２
．
．
０
０
に
垣
間
見
た
、
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
の
斜
め
向
か
い
の
お
店
。

ま
る
で
、
「
白
い
ド
レ
ス
の
女
」
に
出

て
く
る
よ
う
な
、
魔
性
を
身
体
い
つ
ぱ

い
に
漂
わ
せ
た
、
「
マ
テ
ィ
」
み
た
い
な

女
が
き
っ
と
似
合
い
そ
う
。

ハ
ン
タ
ー
坂
を
の
ぼ
り
つ
め
る
と
、

鼻
の
奥
ま
で
つ
ん
と
な
る
冷
気
に
の
せ

て
、
ど
こ
か
遠
く
で
ミ
シ
ン
を
踏
む
音

が
、
一
定
の
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
昼
す
ぎ ライブハウスで人気上昇中の大江千里

と
書
い
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
の
よ
う

な
純
粋
に
内
的
な
現
象
が
、
私
自
身
に

現
わ
れ
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
が
、
少

な
く
と
も
六
年
間
、
日
の
目
を
見
ず
蔵

い
こ
ま
れ
て
き
た
水
晶
体
が
、
ま
ず
最

初
に
何
を
捉
え
る
か
。
他
人
事
の
よ
う

に
興
味
が
あ
る
。
草
城
の
句
の
よ
う
に

冷
静
に
そ
の
瞬
間
を
待
ち
受
け
た
い
。

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

大
江
千
里

八
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
Ｖ

ラ
ポ
ム
ベ
ー
ル
を
出
た
の
は
熱
そ
う
、

た
し
か
今
か
ら
焔
分
前
。
癖
ら
謙
彫
が

そ
お
Ｉ
と
し
の
び
よ
っ
て
く
る
こ
ろ
の

こ
と
。
た
ま
に
し
か
観
れ
な
い
２
本
立

て
の
映
画
に
で
も
行
こ
う
か
。
こ
ん
な

た
ま
の
休
日
だ
か
ら
、
思
い
っ
き
り
普

段
の
う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
す
ん
だ
。
そ
ん

な
こ
と
、
ぼ
ん
や
り
考
え
な
が
ら
口
に

し
た
、
ラ
ポ
ム
ベ
ー
ル
の
プ
デ
ィ
ン
グ

が
、
心
な
し
か
か
す
か
す
の
胃
脈
を
じ

っ
と
り
と
汗
ば
ま
せ
て
．
．
…
…
．
。

腰
骨
で
、
き
つ
く
結
ん
だ
ダ
ウ
ン
を

両
手
の
手
の
ひ
ら
で
パ
タ
パ
タ
さ
せ
な

が
ら
、
断
続
的
に
こ
の
街
の
反
射
鏡
に

う
つ
る
自
分
を
見
て
な
い
よ
う
な
素
振

り
で
、
そ
っ
と
格
好
つ
け
て
み
せ
た
り

し
て
ね
。

今
日
も
、
あ
ん
ま
り
そ
っ
け
な
く
、

味
の
素
の
き
れ
た
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
み

た
く
。
そ
れ
で
い
て
、
ち
ょ
っ
と
気
位

の
高
い
ネ
オ
ン
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
ち

ら
ち
ら
さ
せ
る
街
、
神
戸
に
、
僕
は
最
神戸
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灘灘曹

１
３３
１

鱗 蕊
蕊週

住
吉
倶
楽
部
を
訪
れ
た
永
六
輔
氏
。
中
央
が
筆
者

神
戸
住
吉
（
村
）
で
開
く

小
さ
な
文
化
サ
ロ
ン

唱
房
育
子

八
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
サ
ロ
ン
住
吉
倶
楽
部
オ
ー
ナ
ー
Ｖ

昭
和
弱
年
姻
月
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
住
吉

倶
楽
部
オ
ー
プ
ン
の
折
、
新
聞
社
・
雑

誌
社
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
私

は
こ
う
話
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
ｌ
私
た
ち
、
何
の
肩
書
き
も
無
い

夫
婦
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
生
き
方
を

よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
開
い

た
ス
ペ
ー
ス
。
た
ん
な
る
作
品
の
発
表

の
場
だ
け
に
終
わ
る
の
で
は
無
く
、
も

っ
と
多
く
の
方
と
の
交
わ
り
を
、
そ
し

て
、
そ
の
交
わ
り
が
文
化
的
な
交
わ
り

に
な
る
様
に
と
い
う
理
想
を
も
っ
て
出

発
い
た
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
想
い
が
通
じ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
大
御
所
。
粟
津
潔
版

画
展
の
折
に
は
、
氏
が
東
京
か
ら
お
見

え
下
さ
り
、
お
客
様
と
卓
を
囲
ん
で
デ

ザ
イ
ン
談
義
。
氏
は
大
勢
の
前
で
一
方

的
に
話
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
こ
う
い

う
形
式
の
集
い
は
は
じ
め
て
で
、
身
近

に
対
話
で
き
、
と
て
も
良
い
時
間
を
す

ご
せ
た
と
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。
一

方
、
氏
の
お
話
を
聞
か
れ
た
方
女
も
、

電
霞
魂

ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
下
さ
い

ま
し
た
が
、
お
話
が
始
ま
っ
て
少
し
時

間
の
す
ぎ
た
頃
、
入
口
近
く
健
か
の

有
名
な
灰
谷
健
次
郎
氏
が
立
っ
て
お
ら

れ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
突
然
の
ゲ

ス
ト
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
申
し

い
わ

上
げ
ま
す
と
灰
谷
氏
日
く
、
田
島
さ
ん

が
神
戸
に
こ
ら
れ
て
い
る
の
に
出
迎
え

な
い
と
は
失
礼
な
の
で
、
礼
を
正
し
て

お
出
迎
え
に
淡
路
島
か
ら
お
見
え
下
さ

つ
き
あ
い

っ
た
と
の
こ
と
。
お
一
一
人
方
の
お
交
際

の
在
り
方
に
一
同
感
激
、
予
期
せ
ぬ
ゲ

ス
ト
を
迎
え
、
後
は
お
二
人
方
の
対
談

と
相
成
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
つ
い
最
近
、
恋
ひ
焦
が
れ

て
お
り
ま
し
た
方
、
永
六
輔
氏
が
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
遊
び
に
き
て
下
さ
い
ま
し

た
。
当
画
廊
オ
ー
プ
ン
時
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
、
お
招
き
し
た
い
方
は
？
の
質

問
に
「
永
六
輔
さ
ん
」
と
答
え
、
ま
さ

か
望
み
が
叶
え
ら
れ
る
な
ん
て
想
像
だ

に
し
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
実
現
さ

れ
た
の
で
す
。
記
念
す
べ
き
ｎ
月
廻
日
ｐ

夫
婦
で
催
す
小
さ
な
不
定
期
の
集
い

に
支
援
し
て
下
さ
る
方
も
で
き
、
輪
は

広
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
と
て
も
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
我
が
ま
ま

を
応
援
し
て
下
さ
っ
た
諸
先
生
に
感
謝

し
ま
す
と
同
時
に
、
細
く
永
く
続
け
て

ま
い
り
た
く
願
っ
て
お
り
ま
す
故
、
今

後
と
も
ご
支
援
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

…
１
患

職
聾

氏
の
仕
事
に
対
す
る
生
き
方
の
厳
し
さ

に
身
近
に
触
れ
、
身
の
ひ
き
し
ま
る
感

動
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
泉
茂
版
画
展
の
折
に
は
、

泉
茂
臨
元
永
定
正
氏
の
対
談
を
、
お
酒

を
い
た
だ
き
な
が
ら
夜
遅
く
ま
で
お
聞

き
し
ま
し
た
。
「
神
戸
の
住
吉
村
で
こ

ん
な
集
い
が
あ
る
の
は
と
て
も
良
い
こ

と
だ
。
外
国
の
片
田
舎
で
こ
う
い
う
文

化
的
な
小
さ
な
集
ま
り
が
数
多
く
開
か

れ
て
い
る
か
ら
ぜ
ひ
と
も
続
け
る
よ
う

に
…
」
と
外
国
で
の
生
活
が
長
か
っ
た

画
家
・
泉
氏
の
お
言
葉
。
話
し
足
り
な

く
て
、
泉
茂
・
元
永
定
正
二
人
展
の
折

に
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
が
実
現
。
現
代
美
術
に

関
心
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
主
婦
の
方

も
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。
本
や
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
で
間
接
的
に
文
化
の
い
ぶ
き

を
感
じ
取
る
し
か
な
い
子
育
て
中
の
主

婦
に
と
っ
て
、
文
化
人
と
身
近
に
対
話

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
収
獲
で
し
た
。

○
○
後
援
、
×
×
主
催
と
い
う
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
も
な
く
、
一
市
民
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
催
す
地
味
な
活
動
は
、
文
化
は

一
部
の
人
だ
け
に
お
も
ね
る
も
の
で
は

な
く
、
私
た
ち
も
文
化
の
匂
い
を
喚
ぎ

た
い
と
願
う
私
た
ち
の
友
人
へ
、
そ
の

ま
た
友
人
へ
…
と
い
う
風
に
広
ま
っ
て

陛

行
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
一
昨
年
の
ｎ
月
に
は
京
都

の
室
が
原
で
お
百
姓
を
し
な
が
ら
絵
本

作
家
の
仕
事
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
田

島
征
彦
氏
の
版
画
展
を
催
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
御
本
人
が
「
絵
本
の
周
り
か

☆
住
吉
倶
楽
部
／
東
灘
区
住
吉
町
中
島
叩
１
２
「
モ

ン
シ
ャ
ト
ー
Ｋ
」
加
号
／
宮
醐
１
９
８
３
９
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い
た
。
今
年
は
フ
リ
オ
・
イ
グ
レ
シ
ア

ス
の
歌
声
が
、
神
戸
の
街
角
に
流
れ
る
。

男
性
の
優
し
さ
と
、
抑
制
の
あ
る
知
性

の
な
か
に
秘
め
た
強
靭
さ
、
彼
は
そ
の

う
に

歌
の
か
な
た
に
、
人
々
の
心
の
詩
を
つ

つ
も
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と

え
ば
彼
自
身
の
作
詞
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・

フ
ェ
ロ
作
曲
の
「
夜
明
け
前
の
出
来
事
」

と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ナ
ン
バ
ー
な
ど
、

さ
り
げ
な
く
歌
う
さ
ざ
め
き
の
な
か
に

き
わ
め
て
魅
惑
的
な
暖
か
さ
で
、
人
々

の
心
を
つ
つ
み
こ
ん
で
ゆ
く
の
だ
。

清
烈
さ
を
秘
め
た
男
性
の
知
性
と
優

し
さ
こ
そ
、
ま
さ
し
く
男
の
美
学
な
の

だ
が
、
京
町
筋
を
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
の
あ
た
り
ま
で
歩
き
な
が
ら
、
陳
舜

臣
氏
の
作
品
「
枯
草
の
根
」
で
登
場
し

て
く
る
陶
展
文
の
こ
と
を
思
っ
た
。

ｌ
う
つ
く
し
い
心
の
触
れ
合
い
、
そ

れ
が
拡
大
さ
れ
て
人
類
愛
に
達
す
る
の

だ
ろ
う
。
ｌ
と
書
く
陳
舜
臣
氏
の
思

惟
は
、
そ
の
ま
ま
陶
展
文
と
い
う
秀
逸

な
人
物
像
と
し
て
、
作
品
の
な
か
に
み

ご
と
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

作
品
「
枯
草
の
根
」
は
第
七
回
江
戸
川

乱
歩
賞
の
受
賞
作
で
あ
り
、
陳
舜
臣
氏

１
３４
１

海
岸
通
の
街
角
か
ら

「
枯
草
の
根
」
の
舞
台

吉
村
由
美

（
随
筆
家
）

し
ず
か
な
秋
雨
の
日
々
が
続
い
て
い

た
。
冷
た
さ
と
や
さ
し
さ
の
雨
脚
が
、

街
の
風
景
を
か
す
か
な
霧
の
な
か
に
お

お
っ
て
、
ひ
と
つ
の
季
節
は
少
し
ず
つ

遠
ざ
か
る
。
セ
ピ
ア
色
に
散
る
並
木
路

か
げ

の
枯
葉
、
や
が
て
街
は
鶏
り
を
ひ
そ
め

た
、
冬
の
静
寂
に
う
つ
る
う
て
ゆ
く
の

で
あ
ろ
う
。

海
岸
通
へ
む
か
う
京
町
筋
は
洗
練
さ

れ
た
美
し
さ
を
も
つ
街
路
で
あ
る
。
グ

レ
イ
の
建
物
の
あ
い
だ
に
、
レ
ン
ガ
色

の
ピ
ル
が
点
在
し
、
整
然
と
し
き
つ
め

ら
れ
た
石
畳
の
歩
道
に
、
銀
色
の
街
燈

が
等
間
隔
に
た
つ
。
風
の
流
れ
る
日
に

は
潮
の
に
お
い
を
は
こ
び
、
海
か
ら
の

風
の
さ
や
め
き
を
感
じ
さ
せ
る
。
昨
年

の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
街
に
は
ク
レ

イ
ダ
ー
マ
ン
と
か
ピ
エ
ー
ル
・
ポ
ル
ト

の
ピ
ア
ノ
が
、
季
節
の
旋
律
を
奏
で
て ，

●
作
品
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
ーく

さ
を
感
じ
さ
せ
る
、
陶
展
文
と
い
う
人

物
像
を
う
き
た
た
せ
な
が
ら
、
作
品
の

舞
台
は
神
戸
の
海
岸
通
か
ら
展
開
し
て

ゆ
く
。
た
と
え
ば
「
広
い
京
町
筋
は
、

冬
の
陽
を
浴
び
て
、
ま
つ
す
ぐ
に
港
に

む
か
っ
て
の
び
て
い
た
。
人
通
り
は
あ

ま
り
な
か
っ
た
。
つ
め
た
い
風
が
頬
に

ふ
れ
る
。
東
京
銀
行
の
ま
え
で
通
り
を

横
切
り
、
そ
し
て
海
岸
通
を
右
に
折
れ

た
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
あ
た
か
も
カ
メ

ラ
の
ア
ン
グ
ル
が
移
動
す
る
か
の
ど
と

く
、
神
戸
の
海
岸
通
を
、
メ
リ
ケ
ン
波

止
場
を
、
そ
し
て
グ
レ
ー
の
建
物
に
緑

青
の
グ
リ
ン
の
屋
根
が
美
し
い
市
立
博

物
館
（
旧
東
京
銀
行
）
か
ら
、
ト
ー
ア

ロ
ー
ド
の
あ
た
り
へ
と
、
作
品
の
舞
台

は
静
か
な
広
が
り
を
み
せ
て
書
き
す
す

め
ら
れ
る
の
だ
。

神
戸
に
生
ま
れ
約
十
年
海
岸
通
に
住

ん
だ
陳
舜
臣
氏
に
と
っ
て
こ
の
場
所

は
、
ま
さ
し
く
青
春
の
日
の
心
に
の
こ

る
風
景
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ

は
氏
の
祖
国
中
国
に
よ
せ
る
思
い
と
と

も
に
、
忘
れ
得
ざ
る
「
い
と
お
し
く
」

愛
す
べ
き
街
と
し
て
、
作
品
の
風
景
を
、

淡
彩
の
ス
ケ
ッ
チ
の
よ
う
に
描
き
だ
す

の
で
あ
る
。
今
日
も
ま
た
、
京
町
筋
か

ら
海
岸
通
へ
、
そ
し
て
波
止
場
ま
で
冬

の
静
け
さ
の
な
か
を
私
は
歩
い
て
ゆ

く
。
海
か
ら
の
風
が
、
人
生
の
時
の
厳

し
さ
と
や
さ
し
さ
を
告
げ
る
か
の
よ
う

に
、
風
景
の
間
を
ひ
と
つ
の
旋
律
と
と

も
に
、
さ
や
め
き
な
が
ら
流
れ
て
ゆ
く

の
だ
。

に
作
家
的
出

発
を
と
げ
さ

せ
た
処
女
作

で
あ
っ
た
。

格
調
の
あ
る

文
体
の
な
か

に
、
豊
か
な

人
間
性
の
暖
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一
あ
一
る
一
集
一
い
－
．
’
そ
一
の
一
足
一
あ
一
と
一

幸甲

１
３５
１

す
が
、
将
来
は
オ
ペ
ラ
・
バ
レ
エ
・
録

音
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
そ
の
活
動
の
場
を

広
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
的
な
話
題
を
こ
こ
で
ひ
と
つ
。

神
戸
フ
ィ
ル
の
ス
テ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

っ
て
、
「
ア
ラ
？
」
と
思
わ
れ
た
で
し

ょ
う
？
舞
台
下
手
バ
イ
オ
リ
ン
の
パ
ー

ト
に
、
金
髪
で
、
ひ
と
き
わ
長
身
の
男

性
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
男
性
は
六

甲
の
ド
イ
ツ
学
院
の
教
師
を
し
て
お
ら

れ
る
、
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
ユ
ン
カ
ー
さ

ん
で
す
。
ユ
ン
カ
ー
さ
ん
は
西
ド
イ
ツ

の
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
出
身
で
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
職
業
音
楽
家
に
な
り

た
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
父
親
の
反
対

に
あ
い
、
プ
ロ
と
し
て
生
き
る
こ
と
は

断
念
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
ユ
ン
カ
ー
さ

ん
は
今
で
も
、
そ
の
時
の
こ
と
が
残
念

で
た
ま
ら
な
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す

ユ
ン
カ
ー
さ
ん
を
見
て
「
キ
ャ
ー
、
ス

テ
キ
ノ
．
」
と
叫
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
よ

女
性
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
。
ユ
ン
カ
ー
さ

ん
に
は
可
愛
ら
し
い
奥
様
が
お
ら
れ
ま

す
よ
。
残
念
で
し
た
。

神
戸
フ
ィ
ル
で
は
、
ユ
ン
カ
ー
さ
ん

の
よ
う
に
外
国
人
の
方
の
入
団
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
国
際
色
豊
か

な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
神
戸
市
民
と
と
も

に
歩
む
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
、
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

画
お
問
合
せ
／
神
戸
文
化
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内
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